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(57)【要約】
【課題】補給容器を交換する際に現像剤補給口とその周
辺に付着している現像剤を回収することで現像装置の外
部に漏れるのを防止する現像装置及びそれを備えた画像
形成装置を提供する。
【解決手段】現像装置１９は、現像剤補給口２２ｃを開
位置と閉位置とにスライド可能なシャッター部材３３と
、シャッター部材３３の閉位置にて現像剤補給口２２ｃ
の周囲をシールするとともに現像剤補給口２２ｃに対向
する補給開口３２ａを有して弾性変形可能に現像容器２
２に固着されるシール部材３２と、を備える。シール部
材３２は、シャッター部材３３の閉方向に対して補給開
口３２ａの下流側に回収開口３２ｂ、３２ｃを有し、シ
ャッター部材３３が閉方向に移動し回収開口３２ｂ、３
２ｃに対向するとき、回収開口３２ｂ、３２ｃの上流側
周辺が下流側周辺より大きく弾性変形するように構成さ
れる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現像剤を収容する現像容器に形成され現像剤を前記現像容器内に補給する現像剤補給口
と、
　該現像剤補給口を開放する開位置と前記現像剤補給口を閉鎖する閉位置とにスライド可
能なシャッター部材と、
　前記シャッター部材の閉位置にて前記現像剤補給口の周囲の前記現像容器の外側面と前
記シャッター部材の内側面との間をシールするとともに前記現像剤補給口に対向する補給
開口を有して弾性変形可能に前記現像容器に固着されるシール部材と、
　前記補給開口を介して現像剤を前記現像剤補給口から前記現像容器内に供給し前記現像
容器に対して着脱可能な補給容器と、
　該補給容器の着脱動作によって前記シャッター部材を開閉方向に移動させる開閉機構と
、を備える現像装置において、
　前記シール部材は、前記シャッター部材の閉方向に対して前記補給開口の下流側に回収
開口を有し、前記シャッター部材が閉方向に移動し前記回収開口に対向するとき、前記回
収開口の上流側周辺が下流側周辺より大きく弾性変形するように構成されることを特徴と
する現像装置。
【請求項２】
　前記シール部材は前記シャッター部材の閉方向に長く延びて矩形状に形成され、前記回
収開口は、前記閉方向に対して直角方向の開口幅が前記閉方向の上流側が下流側より大き
いことを特徴とする請求項１に記載の現像装置。
【請求項３】
　前記回収開口は、前記閉方向の下流側に中心を有する扇形状に形成されることを特徴と
する請求項２に記載の現像装置。
【請求項４】
　前記回収開口の外周端部は、開口側が下降するように傾斜して形成されることを特徴と
する請求項１～請求項３のいずれかに記載の現像装置。
【請求項５】
　前記回収開口は、前記閉方向に複数個並設されることを特徴とする請求項１～請求項４
のいずれかに記載の現像装置。
【請求項６】
　前記シール部材は、前記回収開口から前記閉方向の下流側に延びる平坦面が形成される
ことを特徴とする請求項１～請求項５のいずれかに記載の現像装置。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれかに記載の現像装置を備えた画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機、プリンター、ファクシミリ、それらの複合機等の画像形成装置に用
いる現像装置及びそれを備えた画像形成装置に関し、特に現像剤の追加補給が可能な現像
装置及びそれを備えた画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像形成装置は、像担持体である感光体上に形成した潜像をトナー像として可視
化するために、現像装置により感光体にトナーを供給している。また、現像装置の現像容
器内のトナーが消費された場合には、トナーカートリッジやトナーコンテナ等の補給容器
を用いて現像容器内へトナーを供給することが行われている。補給容器が空になった場合
には、トナーを収容した新たな補給容器と交換するが、補給容器を現像容器から取り外す
際に、トナーの補給口とその周辺に付着しているトナーが現像装置の外部にこぼれて画像
形成装置やそれを設置した床を汚すという不具合があった。



(3) JP 2012-242770 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

【０００３】
　そこで、特許文献１の現像装置では、現像容器には円筒状のトナーカートリッジを脱着
可能に支持するホルダーが形成され、また、トナーカートリッジ外周面のトナーの補給口
の周囲に、弾性体で形成されたシール部材が固着され、シール部材がトナーカートリッジ
外周面とホルダーの内周面との間をシールするように配置されている。トナーカートリッ
ジをホルダーに挿入した後に回転させるときに、トナーカートリッジの補給口から飛散し
たトナーをシール部材でシールし、トナーカートリッジの外周面とホルダー内周面との間
にトナーが侵入してトナーカートリッジの外周面に付着するのを防止している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平５－１８１３６２号公報（段落［００１６］、第３図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１では、トナーカートリッジの補給口から飛散したト
ナーはシール部材に付着し、トナーカートリッジをホルダーから取り外すときに、このシ
ール部材に付着したトナーが現像装置の外部に漏れ画像形成装置やその周辺を汚すという
不都合があった。
【０００６】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、補給容器を交換す
る際に現像剤補給口とその周辺に付着している現像剤を回収することで現像装置の外部に
漏れるのを防止する現像装置及びそれを備えた画像形成装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために第１の発明は、現像剤を収容する現像容器に形成され現像剤
を前記現像容器内に補給する現像剤補給口と、該現像剤補給口を開放する開位置と前記現
像剤補給口を閉鎖する閉位置とにスライド可能なシャッター部材と、前記シャッター部材
の閉位置にて前記現像剤補給口の周囲の前記現像容器の外側面と前記シャッター部材の内
側面との間をシールするとともに前記現像剤補給口に対向する補給開口を有して弾性変形
可能に前記現像容器に固着されるシール部材と、前記補給開口を介して現像剤を前記現像
剤補給口から前記現像容器内に供給し前記現像容器に対して着脱可能な補給容器と、該補
給容器の着脱動作によって前記シャッター部材を開閉方向に移動させる開閉機構と、を備
える現像装置において、前記シール部材は、前記シャッター部材の閉方向に対して前記補
給開口の下流側に回収開口を有し、前記シャッター部材が閉方向に移動し前記回収開口に
対向するとき、前記回収開口の上流側周辺が下流側周辺より大きく弾性変形するように構
成されることを特徴としている。
【０００８】
　また、第２の発明では、上記の現像装置において、前記シール部材は前記シャッター部
材の閉方向に長く延びて矩形状に形成され、前記回収開口は、前記閉方向に対して直角方
向の開口幅が前記閉方向の上流側が下流側より大きいことを特徴としている。
【０００９】
　また、第３の発明では、上記の現像装置において、前記回収開口は、前記閉方向の下流
側に中心を有する扇形状に形成されることを特徴としている。
【００１０】
　また、第４の発明では、上記の現像装置において、前記回収開口の外周端部は、開口側
が下降するように傾斜して形成されることを特徴としている。
【００１１】
　また、第５の発明では、上記の現像装置において、前記回収開口は、前記閉方向に複数
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個並設されることを特徴としている。
【００１２】
　また、第６の発明では、上記の現像装置において、前記シール部材は、前記回収開口か
ら前記閉方向の下流側に延びる平坦面が形成されることを特徴としている。
【００１３】
　また、第７の発明では、上記の構成の現像装置を備えた画像形成装置である。
【発明の効果】
【００１４】
　第１の発明によれば、補給容器を現像容器から取り外すとき、補給容器を取り外す動作
に連動し、シャッター部材が閉方向に移動する。シャッター部材の閉方向への移動にとも
なって、シャッター部材はシール部材の補給開口を閉じ、次に回収開口に対向する位置に
至る。ここで、シール部材はシャッター部材と現像容器との間をシールしているために、
シャッター部材は閉方向に移動するとシール部材に圧接し、シール部材上に付着した現像
剤はシャッター部材によってシール部材上から剥ぎ取られる。剥ぎ取られた現像剤はシャ
ッター部材によってシール部材上から回収開口に運ばれる。シャッター部材が回収開口に
対向する位置では、回収開口の上流側周辺がその下流側周辺より大きく弾性変形するため
に、回収開口に運ばれた現像剤は回収開口内に回収され易くなる。従って、シール部材上
に付着した現像剤を回収開口内に回収することで、現像装置の外部に現像剤が漏れるのを
防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態である現像装置を備える画像形成装置の内部構成を示す概略断
面図
【図２】実施形態である現像装置の外観を示す斜視図
【図３】実施形態である現像装置に用いられるトナーコンテナの外観を示す斜視図
【図４】実施形態である現像装置の現像部の外観を示す斜視図
【図５】実施形態であるシャッター部材を開いた状態における現像部の要部の外観を示す
斜視図
【図６】実施形態であるシャッター部材の開位置から閉位置への移動状態を示す概略図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に本発明の実施形態について図面を参照して説明するが、本発明は、この実施形態
に限定されない。また発明の用途やここで示す用語等はこれに限定されるものではない。
【００１７】
　図１は、胴内排紙方式の画像形成装置の内部構成を示す概略断面図である。画像形成装
置１００の下部には、カセットタイプの用紙給紙部１０が配設されている。用紙給紙部１
０は印刷前の用紙を収容している。用紙給紙部１０に収容された用紙は、ピックアップロ
ーラー１０ｄにより１枚ずつ繰り出され、繰り出された用紙は用紙搬送路１１へと送り出
される。
【００１８】
　用紙搬送路１１は、用紙給紙部１０の右方にて上下方向に延設される。用紙給紙部１０
から送り出された用紙が、用紙搬送路１１上方のレジストローラー対１２に搬送される。
レジストローラー対１２は、用紙にトナー像を転写するタイミングと同期をとって画像形
成部３に向けて用紙を送り出す。
【００１９】
　画像形成装置１００の上部には原稿読取装置６が配設され、原稿読取装置６の上面には
、プラテン（原稿押さえ）２９が設けられている。原稿のコピーを行う場合、プラテン２
９に載置された原稿が原稿読取装置６によって原稿の画像データが読み取られる。
【００２０】
　画像形成装置１００の略中央部には、画像形成部３が配設されている。画像形成部３は
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、像担持体である感光体５を備え、さらに感光体５の周辺にその回転方向（図中のＡ方向
）に沿って順に、図示しない帯電部と、露光ユニット７と、現像装置１９と、転写ローラ
ー１３と、図示しないクリーニング部及び除電部とを備える。
【００２１】
　感光体５の表面が帯電部によって所定の極性および電位で一様に帯電されると、 露光
ユニット７は原稿読取装置６によって読み取られた原稿の画像データに基づいて感光体５
上に原稿画像の静電潜像を形成する。
【００２２】
　現像装置１９は、帯電したトナー（現像剤）を感光体５の表面に供給し、感光体５上の
静電潜像を現像してトナー像を形成する現像部８と、現像部８へトナーを供給するトナー
コンテナ９とを備える。
【００２３】
　現像部８は、トナーを撹拌、搬送する撹拌部材２３、２４と、撹拌部材２４から供給さ
れたトナーを表面に担持し感光体５にトナーを供給する現像ローラー２７と、現像ローラ
ー２７の表面に担持されたトナーを所定の層厚に規制する規制部材２８と、を備える。現
像ローラー２７の回転により、トナーが感光体５に向けて搬送され、現像ローラー２７に
バイアスが印加されることにより、現像ローラー２７上のトナーは感光体５に供給され、
感光体５上の静電潜像はトナー像に現像される。
【００２４】
　トナーコンテナ９は、新たなトナーを現像部８に供給するものであり現像部８の上部に
設けられる。トナーコンテナ９の容器内には撹拌スクリュー５１～５３が設けられ、撹拌
スクリュー５１～５３が回転し、容器内のトナーが撹拌、搬送され、搬送されたトナーは
、トナーコンテナ９から現像部８に供給される。
【００２５】
　感光体５上のトナー像は転写ローラー１３によって用紙上に転写される。トナー像が転
写された用紙は、用紙搬送路１１の上方に配設される定着部１４へと搬送される。用紙に
トナー像が転写された後、感光体５の表面に残留するトナーがクリーニング部によってク
リーニングされて回収され、さらに除電部によって感光体５の表面の残留電荷が除去され
る。
【００２６】
　定着部１４は、熱源を内蔵する定着ローラー１４ａと加圧ローラー１４ｂとを有し、ト
ナー像が転写された用紙を定着ローラー１４ａ及び加圧ローラー１４ｂによって加圧加熱
し、用紙上のトナー像を溶融定着させる。トナー像が定着された用紙は、用紙搬送路１１
において左上方に搬送され排出ローラー対２０によって排出部である胴内排紙部１７に排
出される。
【００２７】
　図２は、上記画像形成装置１００に用いられる現像装置１９の外観を示す斜視図である
。現像装置１９は、前述のように現像部８とトナーコンテナ９とを備える。
【００２８】
　現像部８は、トナーを収容し、現像ローラー２７と撹拌部材２３、２４（図１参照）を
回転可能に支持する現像容器２２を有する。現像容器２２にはトナーコンテナ９が着脱可
能に支持される。
【００２９】
　トナーコンテナ９は、現像部８に供給するトナーを収容し、撹拌スクリュー５１～５３
（図１参照）を回転可能に支持する補給容器５４を有する。
【００３０】
　補給容器５４には、トナーを容器内部に充填するため着脱可能なキャップ５５が装着さ
れ、また、撹拌スクリュー５１～５３を回転させる駆動軸５９が設けられる。駆動軸５９
は、補給容器５４の後壁部に回転可能に設けられ、トナーコンテナ９が現像部８に取り付
けられると、現像部８に設けた原動軸３１に係合する。原動軸３１は、現像ローラー２７
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の回転に同期して回転し、原動軸３１の回転によって駆動軸５９が回転させられると、撹
拌スクリュー５１～５３が回転し、補給容器５４内のトナーが撹拌、搬送される。
【００３１】
　トナーコンテナ９は、図２の矢印Ｂ方向に移動させると現像部８に取り付けられ、図２
の矢印Ｃ方向に移動させると現像部８から取り外される。
【００３２】
　図３は、トナーコンテナ９を現像部８から取り外した状態を下方から見た外観斜視図で
ある。トナーコンテナ９には、コンテナシャッター部材５６が設けられる。コンテナシャ
ッター部材５６は、トナーコンテナ９から現像容器２２にトナーを供給するコンテナ開口
を開閉するものである。トナーコンテナ９を現像部８から取り外した状態では、コンテナ
シャッター部材５６はコンテナ開口を閉じる。一方、トナーコンテナ９を現像部８に取り
付けた状態では、コンテナシャッター部材５６はコンテナ開口を開き、トナーコンテナ９
から現像部８にトナーの供給を可能とする。
【００３３】
　コンテナシャッター部材５６は、補給容器５４と、補給容器５４の下面に取り付けられ
る取り付け板５７との間で矢印Ｂ、Ｃ方向に移動可能に支持されている。コンテナシャッ
ター部材５６と取り付け板５７には図示しないバネ部材が設けられ、コンテナシャッター
部材５６は、バネ部材によってトナーコンテナ９のコンテナ開口を閉じた状態に保持する
。従って、トナーコンテナ９を現像部８から取り外した状態では、補給容器５４内のトナ
ーが外部に漏れることはない。
【００３４】
　図４、図５は、現像部８の外観を示す斜視図である。図４は、トナーコンテナ９を取り
外した状態の現像部８を示す斜視図であり、図５は、トナーコンテナ９を取り付けた状態
における現像部８の要部を示す斜視図である。尚、図５では、シャッター部材３３及びシ
ール部材３２の説明の便宜上トナーコンテナ９を省略している。
【００３５】
　図４に示すように現像容器２２は、現像部８に取り付けられたトナーコンテナ９が対面
する上面部２２ｅを有し、また、矢印Ｂ方向の奥側には立ち壁２２ｆを有する。立ち壁２
２ｆには原動軸３１が配設される。
【００３６】
　現像容器２２の上面部２２ｅには、現像容器２２に形成された現像剤補給口２２ｃ（図
５参照）を開閉するシャッター部材３３が矢印Ｂ、Ｃ方向に移動可能に設けられる。上面
部２２ｅの一方の側面には、矢印Ｂ、Ｃ方向に延びるガイド溝２２ａが形成され、上面部
２２ｅの他方の側面には、上方に延びる係止突起２２ｂ及び複数のガイド突起２２ｇが設
けられる。
【００３７】
　シャッター部材３３は矢印Ｂ、Ｃ方向に長く延びて形成されるとともに、その一方の側
面では下側に屈曲し、その他方の側面では上側に屈曲した板状に形成される。下側及び上
側の屈曲部が夫々ガイド溝２２ａ及びガイド突起２２ｇに係合することによって、シャッ
ター部材３３は矢印Ｂ、Ｃ方向に移動可能に支持される。シャッター部材３３と現像容器
２２には図示しないバネ部材が設けられ、シャッター部材３３は、バネ部材によって現像
容器２２の係止突起２２ｂに当接する方向に付勢される。シャッター部材３３が係止突起
２２ｂに当接しているときには、現像剤補給口２２ｃ（図５参照）はシャッター部材３３
によって閉じられている。シャッター部材３３が現像剤補給口２２ｃを閉じている時には
、トナーコンテナ９は現像部８に取り付けられていない。
【００３８】
　トナーコンテナ９を現像部８に取り付けるために、トナーコンテナ９を矢印Ｂ方向に作
動させると、トナーコンテナ９の取り付け動作によって、シャッター部材３３は矢印Ｂ方
向に移動し、現像剤補給口２２ｃが開く（図５参照）。これによって、トナーがトナーコ
ンテナ９から現像部８に供給可能となる。一方、図５において、トナーコンテナ９を現像
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部８から取り外すためにトナーコンテナ９を矢印Ｃ方向に作動させると、トナーコンテナ
９の取り外し動作によって、シャッター部材３３は矢印Ｃ方向に移動し、現像剤補給口２
２ｃが閉じる（図４の状態）。尚、トナーコンテナ９の着脱動作によるシャッター部材３
３の開閉移動ついては、後で詳しく説明する。
【００３９】
　現像容器２２の上面部２２ｅとシャッター部材３３との間には、シール部材３２が配設
される。シール部材３２は、スポンジ状のゴムやプラスチック、或いは合成繊維のフェル
ト等の弾性変形可能な部材で構成され、現像容器２２の上面部２２ｅに接着剤等によって
固着される。シャッター部材３３の開閉移動にともなって、シャッター部材３３がシール
部材３２に対向すると、シール部材３２はシャッター部材３３に圧接して弾性変形し、シ
ール部材３２の上面とシャッター部材３３の下面との間が密封される。
【００４０】
　図５に示すように、シール部材３２は、シャッター部材３３の開閉方向（Ｂ、Ｃ方向）
に長く延びて矩形状に形成される。また、シール部材３２は、現像容器２２の現像剤補給
口２２ｃに対向して補給開口３２ａを有する。補給開口３２ａは、現像剤補給口２２ｃに
対して略同等以下の大きさにて六角形状に形成される。尚、補給開口３２ａの形状は四角
形や丸形等であってもよい。シャッター部材３３が開方向（矢印Ｂ方向）に移動し、現像
剤補給口２２ｃが開き、また、コンテナシャッター部材５６（図３参照）がコンテナ開口
を開いているときには、補給容器５４（図３参照）のトナーが補給開口３２ａを介して現
像剤補給口２２ｃから現像容器２２内に供給される。
【００４１】
　シール部材３２はさらに複数の回収開口３２ｂ、３２ｃを有する。回収開口３２ｂ、３
２ｃは補給開口３２ａの近傍に形成され、シャッター部材３３の閉方向（Ｃ方向）に対し
て補給開口３２ａの下流側に並べて配置される。トナーコンテナ９の交換時にトナーコン
テナ９のコンテナ開口や、現像容器２２の現像剤補給口２２ｃからトナーが飛散し、飛散
したトナーがシール部材３２に付着することがあるが、回収開口３２ｂ、３２ｃはシール
部材３２に付着したトナーを回収するものである。
【００４２】
　即ち、トナーコンテナ９を現像部８から取り外すとき、トナーコンテナ９を取り外す動
作に連動して、シャッター部材３３が閉方向（Ｃ方向）に移動する。シャッター部材３３
の閉方向（Ｃ方向）への移動にともなって、シャッター部材３３はシール部材３２の補給
開口３２ａを閉じ、次に回収開口３２ｂに対向する位置に至る。シール部材３２はシャッ
ター部材３３と現像容器２２の上面部２２ｅとの間をシールしているために、シャッター
部材３３は、シール部材３２に圧接しシール部材３２を弾性変形させる。このために、シ
ャッター部材３３が閉方向（Ｃ方向）に移動にすると、シール部材３２上に付着したトナ
ーがシール部材３２から剥ぎ取られ、剥ぎ取られたトナーがシャッター部材３３によって
シール部材３２上を回収開口３２ｂに運ばれ、シール部材３２上に付着したトナーが回収
開口３２ｂに回収される。
【００４３】
　更に、シャッター部材３３が回収開口３２ｃに対向する位置に至ると、回収開口３２ｂ
に回収されずにシール部材３２上に残存するトナーがシャッター部材３３によってシール
部材３２上を回収開口３２ｃに運ばれ、回収開口３２ｃに回収される。
【００４４】
　回収開口３２ｂ、３２ｃは、シャッター部材３３の閉方向（Ｃ方向）の下流側に中心を
有する扇形状に形成される。この構成によって、シャッター部材３３が回収開口３２ｂ３
２ｃに対向する位置では、回収開口３２ｂ、３２ｃの上流側周辺がその下流側周辺より大
きく弾性変形するために、シール部材３２上に付着したトナーは回収開口３２ｂ、３２ｃ
内に一層回収され易くなる。尚、回収開口３２ｂ、３２ｃが扇形状である構成に限らず、
回収開口３２ｂ、３２ｃの上流側周辺が下流側周辺より弾性変形するように構成されるの
ならば、回収開口３２ｂ、３２ｃは、上流側の幅が大きい三角形状や台形状等でもよい。
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また、回収開口３２ｂ、３２ｃは、その上流側及び下流側において例えばスポンジ状のプ
ラスチックの密度を異ならせ、回収開口３２ｂ、３２ｃの上流側周辺を下流側周辺より弾
性変形しやすくしてもよい。さらに、回収開口は一つであってもよく、或いは三つ以上で
もよく、シャッター部材３３の閉方向に複数個並設しておくと、シール部材３２上のトナ
ーは順次回収開口に回収され、トナーが現像装置１９の外部に一層漏れ難くなる。
【００４５】
　回収開口３２ｂ、３２ｃの外周端部は、開口側が例えば４５度だけ下降するように傾斜
して形成される。この構成によって、シール部材３２上に付着したトナーは、外周端部の
傾斜面から回収開口３２ｂ、３２ｃ内に回収され易くなる。
【００４６】
　シール部材３２には、回収開口３２ｂ、３２ｃが補給開口３２ａの近傍に形成され、回
収開口３２ｃの閉方向の下流側には平坦面３２ｄが延びて形成される。この構成によって
、回収開口３２ｂ、３２ｃ内に回収されずにシール部材３２上にトナーが残存する場合に
は、シール部材３２上に残存するトナーは、シャッター部材３３が閉方向に移動しても、
シール部材３２の平坦面３２ｄに残存するために、トナーコンテナ９を現像部８から取り
外しても現像装置１９の外部に飛散することがない。
【００４７】
　図６はシャッター部材３３の開位置から閉位置への移動状態を示す概略図である。図６
（ａ）はトナーコンテナ９を現像部８に取り付けた状態、つまりシャッター部材３３が開
位置にある状態であり、図６（ｃ）はトナーコンテナ９を現像部８から取り外した状態、
つまりシャッター部材３３が閉位置にある状態であり、図６（ｂ）は、シャッター部材３
３の開位置と閉位置の途中の移動状態を示す。
【００４８】
　図６（ａ）に示すように、シャッター部材３３が開位置にある場合、補給容器５４（ト
ナーコンテナ９）に形成されたコンテナ開口５４ａと、取り付け板５７に形成された取り
付け板開口５７ａ、及びコンテナシャッター部材５６に形成されたシャッター開口５６ａ
は、現像容器２２の現像剤補給口２２ｃ及びシール部材３２の補給開口３２ａに対向する
位置にあり、補給容器５４内のトナーが現像容器２２に供給することができる。この状態
では、取り付け板５７の下面がシール部材３２に圧接し、シール部材３２と取り付け板５
７によって、現像剤補給口２２ｃがシールされる。また、この状態では、コンテナシャッ
ター部材５６はバネ部材５８に付勢され現像容器２２の係止面２２ｄに当接している。ま
た、シャッター部材３３は、バネ部材３４の付勢力に抗して、取り付け板５７に傾斜状に
設けた当接面５７ｂに開方向に押し付けられている。このバネ部材３４及び当接面５７ｂ
は、シャッター部材３３を開閉方向に作動させる開閉機構を構成する。
【００４９】
　補給容器５４をシャッター部材３３の閉方向（Ｃ方向）に移動させると、シャッター部
材３３は、バネ部材３４の付勢力によって閉方向（Ｃ方向）に作動する。コンテナシャッ
ター部材５６は現像容器２２の係止面２２ｄに当接した状態にある。　図６（ｂ）に示す
位置まで補給容器５４が移動すると、コンテナシャッター部材５６は取り付け板５７のも
う一方の当接面５７ｃに当接する。この状態では、コンテナシャッター部材５６は補給容
器５４のコンテナ開口５４ａを閉じる。これ以降の補給容器５４の移動では、コンテナシ
ャッター部材５６は、バネ部材５８の付勢力によって、取り付け板５７の当接面５７ｃに
当接した状態にあり、補給容器５４のコンテナ開口５４ａはコンテナシャッター部材５６
によって閉じられている。
【００５０】
　図６（ｂ）から図６（ｃ）に補給容器５４を移動させると、シャッター部材３３は、バ
ネ部材３４の付勢力によって閉方向（Ｃ方向）に作動しシール部材３２に圧接し、シール
部材３２の補給開口３２ａ、回収開口３２ｂ、３２ｃと順次対向する。シャッター部材３
３がシール部材３２に圧接しながら移動することで、補給容器５４を取り外すときにシー
ル部材３２上に付着したトナーは回収開口３２ｂ、３２ｃに回収される。
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【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本発明は、複写機、プリンター、ファクシミリ、それらの複合機等の画像形成装置に用
いる現像装置及びそれを備えた画像形成装置に利用することができ、特に、現像剤の追加
補給が可能な現像装置及びそれを備えた画像形成装置に利用することができる。
【符号の説明】
【００５２】
　　　８　　現像部
　　　９　　トナーコンテナ
　　　１９　　現像装置
　　　２２　　現像容器
　　　２２ａ　　ガイド溝
　　　２２ｂ　　係止突起
　　　２２ｃ　　現像剤補給口
　　　２２ｄ　　係止面
　　　２２ｅ　　上面部
　　　２２ｆ　　立ち壁
　　　２２ｇ　　ガイド突起
　　　２３、２４　　撹拌部材
　　　２７　　現像ローラー
　　　２８　　規制部材
　　　３１　　原動軸
　　　３２　　シール部材
　　　３２ａ　　補給開口
　　　３２ｂ、３２ｃ　　回収開口
　　　３２ｄ　　平坦面
　　　３３　　シャッター部材
　　　３４　　バネ部材（開閉機構）
　　　５１～５３　　撹拌スクリュー
　　　５４　　補給容器
　　　５４ａ　　コンテナ開口
　　　５５　　キャップ
　　　５６　　コンテナシャッター部材
　　　５６ａ　　シャッター開口
　　　５７　　取り付け板
　　　５７ａ　　取り付け板開口
　　　５７ｂ　　当接面（開閉機構）
　　　５７ｃ　　当接面
　　　５８　　バネ部材
　　　５９　　駆動軸
　　　１００　　画像形成装置
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